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逆走対策の今後のスケジュール

具体的な
対策手法（例）

効果検証

・繰り返し事故が発生する箇所への
追加対策
・カタログ化された公募技術の展開

効果検証とりまとめ

民間企業からの技術公募 広
報
・啓
発

：委員会で審議・
報告した内容

物理的・視覚的な逆走対策

一般道側との接続部（出入口部）・本線

逆走事案の約半数を占める逆走開始地点への集中的対策

目標 2029年までに逆走による重大事故ゼロ

分合流、出入口部
への対策

料金所プラザ部
への対策

一般道との接続
部への対策

特別転回制度
の案内強化

広
報
・
啓
発

逆走対策技術の公募

＜テーマⅠ＞
道路側での逆
走車両への注
意喚起

＜テーマⅡ＞
道路側で逆走
発見、情報収
集

＜テーマⅢ＞
自動車側で逆走
発見、情報収集、
逆走車両へ注
意喚起

＜テーマⅣ・Ⅴ＞（案）
道路管理設備等活用して
逆走検知、情報収集、逆
走・順走車両へ注意喚起

カタログ化
(テーマⅠ)

追加実施
(テーマⅡ、Ⅲ)

公募技術の実装
効果検証
カタログ化

新規公募の
方針策定対策後も逆走が発生する箇所の個別分析

(不足している対策や追加すべき対策の検討)

現地展開

現地展開

・要件策定
・公募
・実道・実車等
での実験
・公募技術の選定
・実証実験
・効果検証
・カタログ化

対策の推進 公募技術の選定

公募技術の実装

実道実験の実施

現地展開

1

こ
れ
ま
で
の
取
組

現
在
の
取
組

今
後
の
取
組

＜テーマⅥ＞（案）
自動運転技術によ
る逆走車両の自動
制御

今
後
検
討


